
阿蘇産ススキを活用した法面緑化工推進の取組について 

（お知らせ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜実施概要＞ 

 日時：11月 21日（月）13:00～16:30 ※雨天の場合、22日（火）同時間に延期。 

 場所：南小国町 下の道採草組合（13時 現地集合 ※次頁地図参照） 

 当日の行程： 

 ・今回の取組の概要説明 

 ・ススキ種子の採取に係るワークショップ 

 

＜参考＞ 

 自然公園における法面緑化指針（環境省 HP） 

  https://www.env.go.jp/press/101554.html 

 阿蘇小規模崩壊地復元プロジェクト（日本緑化工学会 HP） 

 http://www.jsrt.jp/tech/ASO_project.html 

 

令和４年 １１月 ４日（金） 

環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事務所 

所長 三宅 悠介 

熊本県阿蘇地域振興局 

 局長 沖 圭一郎 

日本緑化工学会生態・環境緑化研究部会 

 部会長 内田 泰三 

担当：阿蘇くじゅう国立公園管理事務所 山下淳一 

（電話：0967-34-0254 FAX：0967-34-2082） 

2015 年、環境省では、「自然公園における法面緑化指針」を策定し、国立公園内

等の法面緑化工事において、地域産植物による緑化工事（以下、「地域性種苗工等」

という。）を推進しています。しかしながら、地域性種苗の調達や供給体制が十分で

ないことや、発芽率等のデータの不足等の課題から、地域性種苗工の採用は、低位

で推移しています。 

この課題解決のため、また、草原再生の一環としての新たな野草資源の利活用促

進の取組として、令和２年度以降、日本緑化工学会生態・環境緑化研究部会、環境

省阿蘇くじゅう国立公園管理事務所、熊本県阿蘇地域振興局で、ヒアリング等によ

る課題整理や連携に向けた方策検討を行ってきました。その結果も踏まえて、今年

度の熊本県阿蘇地域振興局の発注工事において、地域性種苗工を実施することとし、

今回、そのための地元と連携したススキ種子の採取を行います。つきましては、下

記の通りご案内しますので、ぜひ取材・報道くださいますよう、よろしくお願いい

たします。 

https://www.env.go.jp/press/101554.html
http://www.jsrt.jp/tech/ASO_project.html


＜集合場所＞ 
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・国道 212号からマゼノミステリーロード(西部農免道路)に入り、約 3.3km道沿い左側 

・マゼノミステリーロードはミルクロード側入り口から集合場所まで通り抜けでき 

ませんので国道 212号を利用してお越しください 

・駐車スペースあります（スタッフが道沿いで案内します） 

・所要時間は熊本市内(県庁)から約 1時間 45分、阿蘇市(市役所)から約 40分です 

 

 

 


